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喜んでくれる存在がやりがいに
希少な小麦「キタノカオリ」を
地域で育てる

石狩平野の中央に位置する北海道岩見沢市では、米を中
心に畑作・野菜・果樹・花きなどの栽培が行われています。
今回は、小麦・大豆・たまねぎなどの生産に取り組む安
藤雄介さんにお話をうかがいました。

「キタノカオリ」を守るため種子生産も開始

「キタノカオリ」は、特に製パンに適し、香りやモチモ
チとした食感で注目されている秋まき小麦です。しかし、
ほかの品種に比べ病気に弱く、栽培が難しいことから産
地が少なく、希少な小麦となっています。ＪＡいわみざ
わでは、生産者と協力し「キタノカオリ」の安定供給に」の安定供給に
取り組んでいます。
安藤さんが就農した17年前、地域の主要品目であるた要品目であるた
まねぎは、連作により収量が伸び悩んでいました。いました。そこ
で、たまねぎの収量改善を目的とした輪作の一環作の一環として、
大豆・小麦の栽培を始めました。小麦の栽培経験栽培経験は全く
なく、「最初はＪＡの品目担当にびっちりついて教ついて教えても
らった」と振り返る安藤さん。次第に試験などで験などでＪＡと
協力する機会も増えていきました。
「キタノカオリ」の栽培にも取り組むなかで、種子生産なかで 種子生産

をしていた道内他産地で栽培が続けられず、種子の入手
が難しくなるという状況に直面しました。「『キタノカオ
リ』は岩見沢で守りたい」という思いから、ＪＡいわみ
ざわ管内では、４年前から一般用に加え採種用の栽培を
生産者６戸で始めました。もともと、たまねぎ産地のた
め、雑草管理を徹底する土地柄であることに加え、病気
に気づけばお互いが教えあう生産者同士の連携により、栽に気づけばお互
難しい「キタノカオリ」も必要な種子量の供給や多培が難しい「キ

収を達成できています。収を達成できて

実需者との交流がモチベーションに

　「ここ数年でパン屋さんなど実需者とふれ合う機会が増「ここ数年で
え、自分がつくったもので喜んでくれる人の存在がやりえ、自分がつ
がい」と語る安藤さん。市内の学校給食のパンには「キがい」と語る安

オリ」が使用されており、子どもたちに食べてもタノカオリ」が
らえるというモチベーションも地域で栽培が進む要因とらえるというモ
考えています。
　「土地利用型の品目は広い面積をこなすぶん、播種から
収穫まで一連の作業になってしまい出口が見えづらい面
もある。『キタノカオリ』を知ってもらうとともに、生産
者のモチベーション向上という意味でも実需者・消費者
との交流にＪＡとしても取り組みたい」とＪＡいわみざ
わの大宮職員。
　「キタノカオリ」の安定供給に向けた取り組みは、これ
からも続きます。

【全農　耕種総合対策部　TAC・営農支援課】

北海道岩見沢市　㈱安藤農産　安藤雄介さん

写真１　安藤さん（中央）とＪＡいわみざわの大宮職員（右）、森職員（左）

写真２
「キタノカオリ」

の圃場にて
安藤さんと

実需者の皆さん
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